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　　　　　　　　　　　　　第一回町民ハイキング大会

　さる6日、初夏の山野を満喫する歩け歩けの第1回町民ハイキング大会は、体育協会主催

のもとに、約300人が参加して大成功。

　目的地の節黒城では、沿りからの山開きを楽しんで、基礎体力づくりと親善に効果十分の

催しとなりました。

各
種
体
育
団
体
で

　
　
会
員
を
募
集
し

　
　
て
い
ま
す

　
町
の
体
育
協
会
に
参
加
し
て
い

る
体
育
諸
団
体
で
は
、
町
民
皆
ス

ポ
ー
ツ
を
進
め
る
目
的
で
、
皆
さ

ん
の
積
極
的
な
組
織
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
同
好
の
皆
さ
ん
、
な
か
ま
と
一

諸
に
、
存
分
に
汗
を
流
す
チ
ャ
ン

ス
を
作
っ
て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
入
会
の
ご
希
望
や
連
絡

は
次
へ
お
申
し
越
し
を
。

◎
角
道
会

　
　
沖
　
立
・
保
坂
次
夫
方

◎
剣
友
会

　
　
上
　
野
・
星
名
四
郎
方

◎
ス
キ
ー
協
会

　
　
伊
　
友
・
高
橋
文
一
方

◎
卓
球
協
会

　
　
中
屋
敷
・
渡
辺
一
治
郎
方

◎
バ
ス
ケ
ヅ
ト
ボ
ー
ル
協
会

　
　
学
校
町
・
星
名
義
則
方

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　
　
伊
友
・
櫃
間
公
男
方

◎
野
球
協
会

　
　
山
野
田
・
宮
啓
一
方

◎
陸
上
ク
ラ
ブ

　
　
東
善
寺
・
喜
多
信
一
方

町
長
杯
、

　
　
　
野
球
大
会

　
十
三
日
に
、
朝
九
時
プ
レ
ー
ボ

ー
ル
の
予
定
で
町
長
杯
争
奪
町
民

野
球
大
会
を
開
き
ま
す
。
主
催
は

野
球
協
会
。
会
場
は
、
町
営
球
場

と
川
西
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
。
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町
議
会
報
告
（
第
三
回
臨
時
会
）

予
算
補
正
二
件
と
条
例
制
定
四
件

　
　
　
　
　
47
年
度
一
般
会
計
七
億
一
六
三
三
万
円
の
規
模
に

本
年
第
三
回
の
町
議
会
臨
時
会
が
、
春
闘
た
け
な
わ
の
四
月
二
十
七
日
に
招
集
さ
れ
、
四
十
七
、

　
四
十
八
両
年
度
一
般
会
計
の
補
正
予
算
と
農
業
共
済
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
四
件
の
条
例
を
い

　
　
ず
れ
も
提
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
し
ま
し
た
。
な
お
、
本
会
議
終
了
後
、
全
員
協
議
会
が
開
か

　
　
　
れ
、
ま
た
、
本
年
度
の
公
共
施
設
建
設
予
定
地
の
視
察
も
実
施
し
ま
し
た
。

四
十
七
年
度
予
算

　
　
　
地
方
債
補
正
で
結
ぴ

　
審
議
の
ト
ヅ
プ
・
バ
ッ
タ
ー
は
、
四

十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
専
決

処
分
）
の
承
認
に
つ
い
て
。

　
そ
の
内
容
は
、
保
育
所
建
設
事
業
債

水
田
取
得
事
業
債
及
ぴ
災
害
復
旧
事
業

債
が
お
の
お
の
予
定
額
よ
り
増
額
さ
れ

て
決
定
し
た
の
で
、
増
分
四
百
八
十
万

円
を
既
定
予
算
に
追
加
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。

　
こ
の
追
加
に
よ
つ
て
、
四
十
七
年
度

の
】
般
会
計
は
、
最
終
的
に
総
額
七
億

一
千
六
百
三
十
三
万
三
千
円
と
い
う
規

模
に
な
り
ま
し
た
。

　
条
例
関
係
で
は
、
次
の
四
件
で
す
。

川
西
町
職
員
の
休
日
、
休
暇
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正
：
：
国
の
法
改

　
正
に
よ
り
、
国
民
の
祝
日
と
日
曜
が

　
重
な
っ
た
場
合
、
翌
日
の
月
曜
を
休

　
日
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
を
内
容
に

　
し
た
も
の
。

川
西
町
消
防
団
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
等
を
廃
止
す
る
条
例
：
：
広
域
消

　
防
体
制
が
で
き
た
の
で
、
標
題
中
の

　
条
例
の
ほ
か
、
消
防
団
の
定
員
、
任

　
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例

　
火
災
予
防
条
例
の
三
本
を
廃
止
す
る

　
も
の
。

川
西
町
公
民
館
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
㌧
・
：
字
句
の
整
理
と
職
員
数
の
改

　
正
を
中
心
と
し
た
も
の
。

川
西
町
農
業
共
済
条
例
の
一
部
改
正

　
：
：
変
乱
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害

　
等
の
支
払
い
責
任
の
な
い
損
害
、
共

　
済
関
係
の
無
効
及
ぴ
第
三
者
に
対
す

　
る
権
利
の
取
得
を
条
文
を
追
加
し
て

　
う
た
っ
た
も
の
。

　
こ
の
う
ち
、
農
業
共
済
条
例
に
つ
い

て
は
、
知
事
の
許
可
を
待
っ
て
公
布
す

る
予
定
で
い
ま
す
。

四
十
八
年
度
脚
般
会
計

　
　
　
八
億
を
突
破

　
日
程
の
最
後
に
提
案
さ
れ
た
の
は
、

昭
和
四
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

で
、
四
十
八
年
度
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ

が
第
一
回
目
の
補
正
に
当
た
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
千

六
百
五
十
八
万
三
千
円
を
追
加
す
る
も

の
で
、
そ
の
結
果
、
一
般
会
計
は
、
八

億
六
百
四
十
七
万
一
千
円
の
規
模
と
な

り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
補
正
の
概
要
と
し
て
は
、

歳
入
が
地
方
交
付
税
と
繰
越
金
の
増
を

中
心
と
し
て
お
り
、
対
す
る
歳
出
は
、

消
防
費
と
民
生
費
が
追
加
の
大
口
、
一

方
、
減
額
で
は
総
務
費
と
教
育
費
の
う

ち
の
小
学
校
費
が
金
額
的
に
目
を
ひ
く

も
の
で
す
。

　
こ
れ
は
、
消
防
費
の
広
域
消
防
分
負

担
金
を
除
く
と
、
四
月
一
日
発
令
の
職

員
人
事
異
動
に
伴
う
給
与
費
の
組
み
替

え
に
よ
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

調
理
師
試
験
と
受
験

準
備
講
習
会
の
実
施

　
四
十
八
年
度
第
一
回
調
理
師
試
験
が

行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
受
験

準
備
の
た
め
の
講
習
会
も
開
か
れ
ま
す

　
希
望
者
は
、
至
急
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

◎
試
験
日
時
”
六
月
二
十
四
日
（
日
）

　
　
　
十
時
か
ら
十
四
時
ま
で

◎
試
験
地
“
長
岡
市

◎
願
書
受
付
“
五
月
十
四
日
か
ら
十
八

　
　
　
日
ま
で
、
十
日
町
保
健
所
へ

◎
講
習
会
髄
会
場
は
十
日
町
保
健
所
、

　
　
　
受
講
料
千
円

　
詳
し
い
こ
と
は
、
保
健
所
保
健
課
内

事
務
局
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
講
習
会

の
臼
程
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

準備講習会日程
　　　　　　（調理師試験）

月　日（曜） 9：00～12：00 13：00～16：00

6月11日（月） 食品衛生学 食　　品　　学

〃12　ψゆ 衛生法規 調理理論
〃13　困 栄　　養　　学 環境衛生学

〃14　←ゆ 公衆衛生学 模疑試験

　
さ
る
四
月
二
十
六
日
に
、
仙
田

出
張
所
で
仙
田
地
区
開
発
振
興
協

議
会
の
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
二
年
目
を
迎
え
た
協
議
会
で
は

こ
れ
ま
で
の
同
地
区
自
治
振
興
会

を
吸
収
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ

に
伴
う
新
し
い
委
員
を
交
え
て
、

仙田開発振の総会
当
日
は
、
熱
心
な
討
議

に
終
始
し
、
四
十
八
年

度
の
事
業
計
画
を
決
め

ま
し
た
。
同
協
議
会
は

各
戸
の
負
担
金
と
町
費

補
助
に
よ
っ
て
、
．
住
民

対
策
か
ら
産
業
振
興
、

観
光
開
発
に
お
よ
ぷ
幅

ひ
ろ
い
活
動
を
行
な
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

漏
電
し
ゃ
断
器
の

取
付
け
義
務

　
一
般
家
庭
に
お
け
る
電
気
機
器
の
普

及
は
、
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
反
面

漏
電
や
感
電
に
よ
る
事
故
も
、
増
加
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
災
害
を
防
ぐ
に
は
、
ア
ー

ス
工
事
の
み
で
は
不
十
分
で
、
危
険
な

も
れ
た
電
流
を
す
ば
や
く
と
り
出
し
て

た
だ
ち
に
電
源
を
し
ゃ
断
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
国
で
は
、
技
術
基
準
を

改
正
し
、
漏
電
し
ゃ
断
器
の
取
付
け
義

務
を
大
幅
に
導
入
し
、
こ
と
し
二
月
一

日
以
降
、
該
当
す
る
電
気
機
械
器
具
を

新
設
さ
れ
る
場
合
、
必
ず
、
漏
電
し
ゃ

断
器
を
取
り
付
け
な
け
れ
は
な
ら
な
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

（
雛
礁
垂

　
　
二
百
ボ
ル
ト
（
動
力
線
）
用
機
械

　
器
具
を
新
設
す
る
場
合
（
特
殊
な
場

合
を
除
く
）

　
す
る
洗
た
く
機
・
冷
蔵
庫
・
ル
ー
ム

　
ク
ー
ラ
ー
な
ど
を
、
ふ
ろ
ま
た
は
軒

　
下
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
な
ど
、
水
気

　
の
あ
る
場
所
に
設
置
す
る
場
合

　
す
る
、
さ
か
な
屋
・
や
お
屋
等
の
冷

　
蔵
用
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
を
、
床
面
を
水

　
洗
い
す
る
場
所
に
設
置
す
る
場
合

　
す
る
コ
ー
ラ
や
た
ぱ
こ
等
の
自
動
販

　
売
機
を
屋
外
に
設
置
す
る
場
合

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
当
社
事
業

　
　
　
〔
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所
〕

t2
　
百
ボ
ル
ト
（
電
灯
線
）
か
ら
使
用

a
　
百
ボ
ル
ト
（
電
灯
線
）
か
ら
使
用

鳳
　
百
ボ
ル
ト
（
電
灯
線
）
か
ら
使
用

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

！
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救
急
車
の
出
動
要
請

　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
ご
、
み
な
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
直
接
消
防
署
へ

　
懸
案
の
、
十
日
町
地
域
広
域
消
防
が

四
月
一
日
に
発
足
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
っ
て
、
消
防
業
務
に
つ
い

て
は
当
分
の
間
い
ま
ま
で
ど
お
り
で
す

が
、
救
急
車
の
出
動
要
請
は
、
住
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
直
接
、
十
日
町
地
域
広

域
消
防
署
へ
連
絡
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
役
場
で
中
継
し
て
い
た

手
間
が
省
け
る
わ
け
で
す
。

　
新
し
い
、
救
急
車
要
請
の
要
領
は
次

の
と
お
り
で
す
か
ら
、
お
ま
ち
が
い
の

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
．

t
救
急
車
の
出
動
は
、
生
命
に

危
険
の
あ
る
傷
病
者
で

医
療
機
関
等
へ
緊
急
に
搬
送

す
る
必
要
の
あ
る
　
次
の
よ

　
う
な
場
合
で
す
。

　
ω
水
火
災
な
ど
の
災
害
に
よ
る
傷

　
　
病
者

　
＠
公
衆
の
出
入
り
す
る
場
所
で
の

　
　
傷
病
者
も
し
く
は
多
数
の
勤
務
す

　
　
る
場
所
で
の
傷
病
者

③
屋
外
に
お
け
る
事
故
、
交
通
事

　
　
故
、
水
難
事
故
者

　
〔
㈲
屋
外
に
お
い
て
生
命
に
危
険
の

　
　
あ
る
傷
病
者
で
、
医
療
機
関
そ
の

　
　
他
の
場
所
へ
早
急
に
搬
送
す
る
た

　
　
め
の
適
当
な
手
段
が
な
い
場
合

　
⑤
　
医
師
の
要
請
に
よ
る
場
合

2。

連
絡
の
要
領
は

ω
事
故
現
場
を
詳
し
く

㈲
傷
病
者
の
症
状
・
性
別
・

　
　
年
齢
・
人
員
　
の
ほ
か

　
③
付
近
の
目
標
と
な
る
建
物
等
、

　
　
参
考
に
な
る
こ
と
を
、

い
ず
れ
の
場
合
で
も
正
確
に
、

な
る
べ
く
詳
細
に
通
報
し
、
消

防
署
の
「
わ
か
り
ま
し
た
」

　
の
返
事
を
聞
い
て
か
ら
受
話
器
を
置

　
い
て
く
だ
さ
い
。

a
連
絡
先

　
十
日
町
地
域
広
域
消
防
署

　
　
（
電
話
）
十
日
町
局

　
　
　
　
二
の
二
四
五
〇

の
週
三
回
で
し
た
が
、
今
月
か
ら
、
月

・
水
・
金
の
三
回
に
変
更
さ
れ
ま
し
た

　
相
談
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

　
初
め
て
相
談
に
お
出
か
け
に
な
る
か

た
は
、
住
民
票
（
写
し
）
ま
た
は
保
険

証
な
ど
、
住
所
を
証
明
で
き
る
も
の
を

携
行
さ
れ
る
よ
う
に
。

相
談
室
の
所
在
　
　
　
南
魚
沼
郡
六
日

　
町
八
幡
　
六
日
町
公
共
職
業
安
定
所

　
内
　
電
話
六
日
町
二
ー
三
一
五
七

　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
課
か
ら
）

料
副
観
烈
．
卿
郵
η
靖
．
皿
瞬
割
d
㍊
洲
薪
鰭
け
烈

＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
だ
活
躍
の
機
会
を
提
供
す
る
と
こ
＝

・
青
学
を
活
発
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

誹
醒
学
級
生
葦
露
　
事
実
、
例
年
、
六
、
七
＋
人
至

晶
　
目
下
、
町
の
教
育
委
員
会
で
、
昭
　
ぼ
る
積
極
的
な
青
年
諸
君
の
手
に
よ
静

特
四
＋
八
年
度
の
墓
学
級
生
を
募
っ
て
、
活
発
な
学
級
運
営
が
行
な
鑑

内
職
相
談
日
の
変
更

　
　
　
　
　
月
・
水
・
金
に

　
魚
沼
地
区
内
職
相
談
室
の
相
談
日
は

こ
れ
ま
で
、
毎
週
、
月
・
水
・
木
曜
日

労
働
通
信
教
育
講
座

　
　
受
講
者
の
募
集

　
現
在
、
日
本
労
働
協
会
で
、
四
十
八

年
度
の
労
働
通
信
教
育
講
座
受
講
生
を

募
集
中
で
す
。

〈
募
集
期
間
〉

　
六
月
三
十
日
ま
で

＝
集
中
で
す
．

訓
川
西
町
の
墓
学
級
は
、
社
会
問

晶
題
や
一
般
教
養
を
は
じ
め
、
趣
味
・

鐘
益
に
ま
で
い
た
る
〒
ス
別
善

＝
と
全
体
学
習
、
体
育
・
レ
ク
リ
ェ
ー

む

＝
シ
ョ
ン
を
中
心
に
し
た
自
治
会
活
動

慧
る
い
は
機
関
紙
の
発
行
な
ど
、
若

く
受
講
資
格
V

　
性
別
・
年
齢
・
学
歴
に
制
限
な
く
、

高
卒
程
度
以
上
の
学
力
が
あ
れ
ぱ
、
ど

『
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

〈
申
込
み
手
続
V

　
受
講
申
込
書
に
よ
っ
て
、
直
接
、
日

本
労
働
協
会
か
各
府
県
労
政
課
、
ま
た

は
労
政
事
務
所
に
申
し
込
ん
で
い
た
だ

れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
町
の
青
年
だ
っ
た
ら
、
だ
れ
で
も
＝

参
加
で
き
ま
す
か
ら
、
今
月
中
に
社
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

会
教
育
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
管

む
ろ
ん
、
こ
ん
ご
、
年
度
途
中
蓬

も
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
＝

気
軽
に
ど
う
ぞ
．
　
　
笥

＊
”
＊
”
＊
”
＊
”
＊
”
＊
”
＊
”
＊
”
＊
賭
＊
甜
＊
”
＊
”
＊
”
＊
闘
＊
”
＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
講
座
期
間
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
か
ら
明
年
三
月
ま
で
（
七
月
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旬
か
ら
八
月
上
旬
の
間
に
テ
キ
ス
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
配
本
開
始
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詳
し
い
こ
と
を
お
知
り
に
な
り
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
は
、
ひ
と
ま
ず
、
役
場
へ
ご
一
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
だ
さ
い
。

できな㌧、

国
保
か
ら

お
願
い

　
国
民
健
康
保
険
と
他
の

保
険
（
社
保
・
共
済
・
組

合
・
日
雇
等
）
の
二
重
加

入
は
で
き
ま
せ
ん
。

①
他
の
保
険
に
加
入
後

　
も
国
保
の
保
険
証
を
使

　
用
し
た
場
合
、
給
付
し

　
た
国
保
分
は
、
返
還
し

　
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
　
給
付
内
容
を
比
較
し

　
て
保
険
を
選
択
す
る
こ

　
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
保
険
間
の
中
断
も
で

　
き
ま
せ
ん
。

　
お
年
寄
り
や
子
ど
も
だ

け
国
保
に
残
さ
ず
に
、
事

業
所
で
扶
養
家
族
も
含
め

て
申
請
の
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い

　
手
続
き
に
は
、
保
険
証
と
認
め
印
を

お
忘
れ
な
く
。
　
　
　
　
〔
保
険
課
〕

…
…
…
≡
≡
＝
…
嘩
≡
＝
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＝
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＝
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＝
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＝
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＝
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＝
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＝
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勤
労
者
・
中
小
企
業
事
業
主
の

み
な
さ
ん
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
金
貸
付
け
の
お
知
ら
せ

　
今
年
度
、
県
の
勤
労
者
住
宅
資
金
と

中
小
企
業
福
祉
施
設
改
善
資
金
の
貸
付

け
制
度
に
っ
い
て
、
そ
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
て
、
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
県
勤
労
者
住
宅
資
金

　
貸
付
け
制
度

〔
貸
付
け
金
額
〕

　
　
三
十
万
円
以
上
百
万
円
ま
で
の

　
　
十
万
円
き
ざ
み
の
額

〔
利
率
、
償
還
方
法
〕

　
　
t
　
利
率
　
年
七
・
五
’
％

　
　
乞
　
償
還
方
法
　
十
年
以
内
の
元

　
　
　
金
均
等
、
月
賦
償
還

〔
受
付
期
間
〕

　
今
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一
日

　
ま
で
　
　
（
資
金
の
わ
く
を
超
え

　
た
場
合
に
は
、
期
間
内
で
も
打

　
ち
切
り
ま
す
。
）

〔
申
込
み
先
等
〕

　
融
資
取
扱
金
融
機
関
（
第
四
銀

　
行
・
北
越
銀
行
・
新
潟
相
互
銀

　
行
・
大
光
相
互
銀
行
の
本
、
支

　
店
）
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

　
貸
し
付
け
の
決
定
は
、
申
込
み

　
書
を
受
理
し
た
翌
月
の
上
旬
ま

　
で
に
通
知
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
県
申
小
企
業
福
祉
施
設

　
改
善
資
金
貸
付
け

〔
有
資
格
者
〕

　
常
用
従
業
員
三
百
人
（
商
業
・

　
サ
ー
ビ
ス
業
五
十
人
）
以
下
の

　
事
業
主
及
ぴ
主
た
る
構
成
員
が

　
中
小
企
業
で
あ
る
事
業
主
団
体

〔
融
資
対
象
施
設
〕

　
　
・
従
業
員
宿
泊
施
設
　
・
保
健

　
　
衛
生
施
設
　
・
給
食
施
設

　
　
・
教
養
文
化
施
設
　
・
そ
の
他

〔
貸
付
け
条
件
〕

　
　
t
　
限
度
額
　
所
要
総
経
費
の
九

　
　
　
　
割
以
内
で
、
最
高
、
企
業

　
　
　
　
内
施
設
三
百
万
円
、
共
同

2．

a

施
設
一
千
万
円

利
率
　
県
信
用
保
証
協
会
の

　
保
証
の
あ
る
も
の
七
・
一

　
・
％
、
そ
の
他
七
・
五
’
％

償
還
方
法
　
原
則
と
し
て
、

　
す
え
置
き
一
年
を
含
め
七

　
年
以
内
の
割
賦
償
還

〔
受
付
期
間
〕

　
四
月
一
日
か
ら
明
年
三
月
三
十

　
　
｝
日
ま
で
　
　
（
資
金
わ
く
を
消

　
化
し
た
場
合
は
、
そ
の
時
点
で

　
締
め
切
り
ま
す
。
）

〔
申
込
み
先
等
〕

　
融
資
取
扱
金
融
機
関
（
住
宅
資

　
金
の
場
合
と
同
じ
）
に
、
労
政

　
事
務
所
（
支
所
）
長
の
意
見
書

　
を
添
え
て
申
し
込
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
ー
県
商
工
労
働
部
ー

地
方
産
業
育
成
資
金

の
貸
し
付
け

　
　
　
　
　
　
最
高
百
万
円
に

　
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
産
業
育
成

資
金
が
、
四
月
の
改
正
に
よ
っ
て
、
現

行
、
次
の
よ
う
な
条
件
に
な
っ
て
い
ま

す
。　

貸
付
け
最
高
額
　
一
〇
〇
万
円

　
返
済
期
間
　
　
　
十
二
か
月
以
内

利
率
　
　
　
年
七
・
○
％

　
な
お
、
窓
口
は
、
商
工
会
館
で
す
か

ら
、
ご
利
用
の
際
は
、
そ
ち
ら
に
お
出

向
き
く
だ
さ
る
よ
う
に
。
〔
産
業
課
〕
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火
災
・
水
難
・
盗
難
の

防
止
を
！

　
　
　
　
　
　
十
日
町
地
区
連
合
防
犯
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
日

　
な
に
く
れ
と
、
ご
多
忙
の
毎
日
を
お

過
し
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
毎
年
、
こ
の
時
期
に
は
、
い
ろ
い
ろ

な
事
件
や
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
か
ら
も
、
特
に
、
次
の

点
に
ご
注
意
い
た
だ
い
て
、
事
故
や
犯

罪
の
防
止
に
ご
協
力
ね
が
い
ま
す
。

☆
危
険
な
遊
ぴ
場
の

　
点
検
に
つ
い
て
．
．
．
．
．
．

　
　
　
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
ご
承
知
の
よ

　
　
う
に
、
最
近
、
県
下
各
地
で
子
ど

　
　
も
の
危
険
な
花
火
遊
ぴ
な
ど
か
ら

　
　
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
ま
た
、
お
墓
や
鉄
道
線
路
な
ど

水
ぬ
る
む
候

こ
ど
も
の

永
ず
あ
そ
び
に

注
意
し
ま

ー
ゾ
よ
・
つ

町
　
警
　
察
　
署

　
で
遊
ん
で
い
て
思
わ
ぬ
事
故
が
発

　
生
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。

　
　
各
家
庭
で
は
、
お
子
さ
ん
の
遊

　
ぴ
に
も
目
を
向
け
、
危
険
な
場
所

　
で
の
遊
ぴ
を
さ
せ
な
い
よ
う
指
導

　
し
て
く
だ
さ
い
。

☆水

死
事
故
の
防
止
に
つ
い
て
．
．

　
　
春
先
に
は
、
か
わ
い
い
子
ど
も

　
さ
ん
の
痛
ま
し
い
水
死
事
故
が
続

　
出
し
て
い
ま
す
。

　
　
お
子
さ
ん
が
、
危
険
な
と
こ
ろ

　
　
で
遊
ば
な
い
よ
う
に
、
よ
く
見
て

　
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

☆
火
気
の
取
扱
い
に
つ
い
て
…

α，

芳

　
　
　
　
｝

ジざ穴

禦
．
．
、

L

勿万づ∵物雇渤’☆…チ五丁

　　／／／／

　
　
空
気
が
乾
燥
し
、
大
火
災
に
な

　
る
危
険
性
の
多
い
時
節
で
す
。

　
　
昨
年
は
、
山
火
事
や
ふ
ろ
の
か

　
ら
た
き
等
が
原
因
で
、
火
災
が
続

　
　
発
し
ま
し
た
。

　
　
火
気
の
取
り
扱
い
に
は
、
十
分

　
　
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
盗
難
防
止
に
つ
い
て
i
…

　
　
仕
事
が
忙
し
く
な
り
、
家
を
る

　
　
す
に
す
る
機
会
も
多
い
と
思
い
ま

　
　
す
。

　
　
　
る
す
に
す
る
と
き
は
、
戸
締
り

金田滋関澤佐高高
子口野口潟藤橋橋

晶治聡英竜　正和
代子子生也宏也也

馨
鋳
赫
お
雛

欝
嚢
器
雛

　直凱宗
猛人二二一

長二二長
女女女1男

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
◎
◎
顯

　
　
鑛
雌
獣
羅
縁
能
纐
設
（
◎◎
翻

き
海
奴
藻
綜
ジ
き
峯
㌧
◎
◎
鞭

隅
戸
籍
の
窓
か
ら
辮
⑳
顯

㎞
ザ
奪
瑳
き
謬
輩
き
㍍
（
◎
◎
翻

昇
天
－
ご
め
い
福
を
祈
る
⑳
翻

茂
野
和
明

高
橋
正
雄

若
山
百
合
子

藤
田
ヒ
サ

茂
野
益
太
郎

片
桐
ヒ
デ

押
木
利
成

平
野
ス
イ

村
越
市
太
郎

高
橋
ト
キ

川
崎
甚
作

山
ロ
　
チ
ヨ

小
野
塚
ハ
ツ

元小室根新東藤
　白　　 町善
町倉島深新寺沢
　　　　田

二
誌
翻

理
「
（
◎◎
翻

六
〇

七六
二二五

発
電
所
通
り
七
二

上仁越伊野
　　ケ
野田沢友口

九八八八七
一四四一六

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

南
雲
和
子

茂
野
麗
恵

高
橋
美
枝
子

茂
野
和
明

正一正喜
明晃男一

長二長二
男女女女

藤坪高田
　　原
沢山田中

高
橋
挙
隆

矢
崎
時
子

丸
山
寛
治

星
名
け
い
子

内太丸登登岩星
山田山坂坂月名

井
上
絵
津
子

星
名
光
夫

星
名
恵
美
子

丸
山
　
満

野
上
ト
ミ

美光津幸良則静喜良　い寛時挙
子夫子平子夫子明子晃子治子隆

伊伊吉上寺発赤赤山高元根山高高
原
田

山

赫講
樋
蕊
翻

贈
島
器
翻

蕪
⑳
雛

　
　
　
⑳
顯

欝
⑳
雛

野
・
◎◎
翻

髪
総

酪
か
あ
翻

野田
か
ら

友友
か
ら

高
原
田

田
中
か
ら

癬
・
◎◎
顯

⑳
雛

柄
澤
英
夫

相
崎
ト
シ
エ

登
坂
恒
宣

佐
野
和
子

山
岸
俊
一

星
名
み
よ
子

清
水
己
千
夫

柏
木
幸
子

川
崎
隆
治

沖
立

沖
立
か
ら

赤
谷

＋
日
町
か
ら

長寺伊霜
条友

か
ら

尾野
か
ら

越
ケ
沢

加
治
屋
い
く
こ
鹿
児
島
か
ら

結佐後押風片鈴南池根星根小水小高
城藤藤木巻桐木雲竹津野津林品川橋
　　　清　　　　　　　　　新
悦優洋二啓　洋　一敏幸一直達久敏
子幸子郎子孝子勇三雄江郎子義子行
　　　　　　　　　　　　新
見室栃元津木岩中原原野原町新赤坪

敏
行
坪
山

久
子
赤
谷
か
ら

達
義
新
町
新
田

直
子
新
町
新
田
か
ら

田口
か
ら

田田
か
ら

手
か
ら

落南
か
ら

町木
か
ら

島附
か
ら

ふ
る
ま
い
酒
に

ご
配
慮
を

　
　
　
町
建
築
組
合
か
ら

私
ど
も
建
築
組
合
で
は
、
さ
る
三

　
次
に
、
昨
年
は
、
幸
い
、
組
合
員

か
ら
ひ
と
り
の
交
通
事
故
者
も
だ
す

こ
と
な
く
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
も
、
建
て
前
そ
の
他
に
付
随

し
て
行
な
わ
れ
る
祝
い
酒
は
、
ご
用

月
に
総
会
を
開
い
た
結
果
、
本
年
度
命
く
だ
さ
る
各
位
の
お
気
持
は
理
解

賃
金
に
つ
い
て
、
県
連
合
会
並
み
の

三
千
八
百
円
と
い
う
こ
と
で
決
定
を

み
ま
し
た
の
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。
昨
年
十
月
以
来
、
木
材
の
急
騰

と
賃
金
ア
ッ
プ
で
各
位
の
出
費
は
た

い
へ
ん
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ご
協
力

の
ほ
ど
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い
た
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
た
め

思
わ
ぬ
支
障
が
生
じ
た
の
で
は
、
工

事
に
影
響
を
き
た
す
ば
か
り
で
す
か

ら
、
組
合
員
の
意
の
あ
る
と
こ
ろ
を

ご
了
解
の
う
え
、
持
た
せ
て
帰
す
よ

う
ご
配
慮
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

納
税
メ
モ

今
月
は

　
軽
自
動
車
税

　
　
　
　
　
　
の
納
期
で
す
。

　
昭
和
三
十
八
年
四
月
に
耕
運
機

ナ
ン
バ
ー
の
い
つ
せ
い
交
付
を
行

な
っ
て
か
ら
、
十
年
を
経
過
し
ま

し
た
が
、
四
十
七
年
度
末
の
軽
自

動
車
総
台
数
は
、
三
千
六
百
二
十

四
台
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
町
内
の
軽
自
動
車
台
数
を
正
確

に
つ
か
ん
で
、
公
平
な
課
税
を
行

な
う
た
め
こ
と
し
八
月
自
日
を
も

っ
て
、
白
・
黄
・
赤
・
緑
の
四
機

種
の
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
、
い
っ

せ
い
切
り
替
え
を
実
施
し
ま
す
。

　
町
民
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

1ぞ1腰

“14ろ

か
わ
に
レ

擁
魁

太
田
白
南
風
選

松
風
園
南
雲
文
峯

片
栗
の
花
の
盛
り
の
旅
に
立
つ

山
寺
の
長
き
石
段
落
椿

畦
道
を
凧
を
手
に
手
に
子
等
帰
る

　
　
　
　
　
小
白
倉
江
口
凡
石

若
葉
枝
展
げ
て
神
の
大
け
や
き

種
鯉
の
波
紋
大
き
く
水
ぬ
る
む

ぜ
ん
ま
い
を
揉
む
菅
笠
も
新
し
き

　
　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

拾
う
子
の
手
に
あ
ま
り
居
し
落
椿

花
の
山
笑
い
疲
れ
て
帰
り
道

散
る
花
に
開
け
放
ち
た
る
化
粧
窓

　
　
　
　
　
千
手
M
　
　
子

傾
き
た
る
花
ぼ
ん
ぼ
り
に
小
雨
打
つ

ほ
の
ぼ
の
と
花
の
大
樹
の
灯
れ
る

落
花
舞
う
下
の
小
さ
な
す
べ
り
台




